
アンケート調査

（小・中学生路線バス無料乗車体験事業）

結果報告
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事業概要について

項 目 内 容

計画との
関連

事業３ 利用サービスの提案

事業の目的
路線バス利用のきっかけづくり、

路線バスの将来需要拡大

事業内容
児童・生徒1人あたり2枚の無料乗車券を配布し、

利用されたバス運賃分を市がバス事業者へ補助

無料乗車券
配布先

吹田市立小・中学校に在籍する児童・生徒

※市立小中学校

事業期間
令和4年度～令和9年3月末（事業予定）

※年度おきに夏休み初日から冬休み末日の有効期間

配布先実施主体

児童・生徒吹田市

無料券分を
市へ請求

補助対象者

市内路線バス
事業者

無料券
配布

(2枚/人)

無料券
利用

補助
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事業の利用実績

利用実績（乗車券回収状況）

乗車券の利用枚数・利用率は年度を追うごとに上昇してい

ます。

令和7年度の利用率は12.2％ 。小学生の利用率が中学生よ

り高い傾向が一貫しています。
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5,500枚 5,554枚 5,502枚

762枚

1,384枚
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
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(2,358人)

(381人)

(1,977人)

(3,442人)

(692人)

(2,750人)

(883人)

(2,777人)

(3,660人) (3,729人)

(978人)

(2,751人)

表：小・中学校別の利用割合

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和6年度

9.2% 12.7% 13.0% 12.9%

3.8% 7.5% 9.5% 10.5%

7.5% 11.1% 11.9% 12.2%

小学生

中学生

合計

7

【参考】令和７年度 配布枚数
小学生 21,319枚
中学生 9,352枚
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アンケート調査方法・調査項目

項 目 内 容

実施方法
・学校の一斉連絡システムを活用した
Webアンケート

対象者
・吹田市立小・中学校に在籍する児童・生徒の
保護者（一斉連絡システム登録者）

実施方法 ・webアンケート

調査実施
時期

・令和8年1月15日 ～ 令和8年1月31日

配布数 ・33,635アドレス

回収数 ・6,433票（19.1％）

問 項 目 目 的

問１ お子さまの学年 回答者属性の把握

問２ 無料乗車券の利用有無 －

問３ 利用時点の学年

利用実態把握と効果確認
のため

問４ 利用したきっかけ・理由

問５ 利用を通じた変化

問６ 利用しなかった理由 事業の改善点把握のため

問７ 無料乗車券の配布希望

事業の評価のため

問８ 配布希望の理由

問９ 事業へのご意見 事業の改善点把握のため
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アンケート調査の結果概要

「小学校3年生」が17.6％で最も多く、

次いで「小学校5年生」が17.1%、

「小学校6年生」が17.0%。

無料乗車券の利用有が46.6％ 。

問1．お子さまの学年 問2．無料乗車券の利用有無

16.4

16.0

17.6

16.9

17.1

17.0

14.1

13.5

10.4

0% 5% 10% 15% 20%

小学校１年生

小学校２年生

小学校３年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

中学校３年生

回答数：6,433

お子さまの学年

いる

46.6%いない

51.8%

わからない

1.6%

回答数：6,433

無料乗車券の利用有無

「小学校3年生」が23.8％と最も多く、

次いで「小学校5年生」が22.9％、

「小学校6年生」が22.5％。

問3．利用時点の学年

21.0

21.6

23.8

22.3

22.9

22.5

14.1

10.1

6.4

0% 5% 10% 15% 20% 25%

小学校１年生

小学校２年生

小学校３年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

中学校３年生

回答数：3,000

利用時点の学年
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アンケート調査の結果概要

問4．無料乗車券を利用したきっかけ・理由

「行きたい場所への移動に便利だった」が62.9％と最も多く、次いで「友達・家族と利用する機会があった」が46.5%、

「子どもの経験として良いと思った」が34.2%。「子どもの経験として良いと思った」は低学年で高く、学年が上がるほ

ど減少。一方で、「行きたい場所への移動に便利だった」は低学年ほど割合が低く、高学年で高い。

16.0

34.2

46.5

15.7

62.9

1.6

0% 50% 100%

バスに慣れてほしいと思った

子どもの経験として良いと思った

友達・家族と利用する機会があった

子どもが乗りたいと希望した

行きたい場所への移動に便利だった

その他

回答数：3,000

無料乗車券を利用したきっかけ・理由
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1

0

0

0

1

1

1
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2

3

全体

小学校１年生

小学校２年生

小学校３年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

中学校３年生

バスに慣れてほしいと思った 子どもの経験として良いと思った

友達・家族と利用する機会があった 子どもが乗りたいと希望した

行きたい場所への移動に便利だった その他

学年×無料乗車券を利用したきっかけ・理由
回答数

5,304

1,204

1,320

1,406

1,329

1,230

1,164

746

514

308
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アンケート調査の結果概要

「乗車マナーを学ぶきっかけになった」が最も多く42.3％、次いで「バスを利用する機会が増えた」が37.7%、

「特に変化はない」が26.0%。「乗車マナーを学ぶきっかけになった」は低学年で高く、学年が上がるほど減少。

問5．無料乗車券の利用を通じた変化

20.6

42.3

37.7

26.0

1.9

0% 20% 40% 60%

バスに対する抵抗感が減った

乗車マナーを学ぶきっかけになった

バスを利用する機会が増えた

特に変化はない

その他

回答数：3,000

無料乗車券の利用を通じた変化
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全体

小学校１年生

小学校２年生

小学校３年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

中学校３年生

バスに対する抵抗感が減った 乗車マナーを学ぶきっかけになった

バスを利用する機会が増えた 特に変化はない

学年×無料乗車券の利用を通じた変化
回答数

3,856

831

880

972

897

916

868

544

386

241
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7.4

11.4

36.4

50.7

6.3

0.2

5.7

0% 20% 40% 60%

行き先が特になかった

近くにバス停がなかった

子どもだけで乗せるのが不安だった

無料券の存在を忘れていた・知らなかった

使う機会がなかった

利用方法がわかりづらかった

家庭内で使用しないことにした

その他

無料乗車券を利用しなかった理由

回答数：3,329 24
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23
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33
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34
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34

34

34
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4

4
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4

4

5

4

4
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5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

5

3

3

4

4

2

3

3

5

全体

小学校１年生

小学校２年生

小学校３年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

中学校３年生

行き先が特になかった 近くにバス停がなかった

子どもだけで乗せるのが不安だった 無料券の存在を忘れていた・知らなかった

使う機会がなかった 利用方法がわかりづらかった

家庭内で使用しないことにした その他

学年×無料乗車券を利用しなかった理由
回答数

5,161

980

815

933

775

699

844

671

722

566

8

アンケート調査の結果概要

「使う機会がなかった」が50.7％と最も多く、次いで「行き先が特になかった」が37.0%、「無料券の存在を忘れていた・

知らなかった」が36.4％。

問6．無料乗車券を利用しなかった理由
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アンケート調査の結果概要

「継続してほしい」が67.3％と最も多く、「継続しなくても良い」が17.0% 。

問7．無料乗車券の配布希望

継続してほしい

67.3%

わからない

15.7%

継続しなくても良い

17.0%

回答数：6,433

無料乗車券の配布希望

67

90

47

63

16

5

25

17

17

5

28

20

全体

いる

いない

わからない

継続してほしい わからない 継続しなくても良い 不明

利用有無×無料乗車券の配布希望
回答数

6,433

3,000

3,331

102

(利用した)
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アンケート調査の結果概要

「無料で利用できるため」が最も多く48.1％ 。次いで「外出の幅が広がり、良い経験になるため」が40.4%、

「子どもがバスに慣れるきっかけになるため」が39.2％ 。

問8．配布希望の理由

39.2

37.3

40.4

48.1

24.2

4.2

26.8

5.5

4.3

12.9

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもがバスに慣れるきっかけになるため

交通ルールや公共マナーを学ぶ機会として良いため

外出の幅が広がり、良い経験になるため

無料で利用できるため

路線バスの利用促進につながると思うため

利用するメリット・効果がよくわからないため

子どもにバスを利用させる機会がほとんどないため

近くにバス停がないなど、利用が難しいため

子どもだけでの乗車が不安なため

利用方法やルールがわかりにくいと感じるため

現状では必要性を感じないため

その他

回答数：6,433
配布希望の理由
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アンケート調査の結果概要

「事業への評価・感謝」が最も多く、次いで「チケットの利用方法・形態」「バスの利便性（経路・本数等）」

「周知・広報」に関する意見が多くなっている。

問9．事業へのご意見

451

166

176

234

59

148

53

112

0 100 200 300 400 500

事業への評価・感謝

周知・広報

バスの利便性（路線・本数等）

チケットの利用方法・形態

バスの安全・サービス

事業の教育・学習効果

事業の費用・優先順位

その他

周知・広報
・リマインドのメールがほしい
・大人でも路線バスの経路をよく知らない。無料チケットより、
路線図などを配布されたら便利

・親に知らせてくれないと子供が親に渡さないので存在を知ら
なかった

バスの利便性
・バス停が近くにない/頻度が低い

チケットの利用方法・形態
・使用期限を延ばしてほしい
・チケットを電子化してほしい
・利用エリアを広げてほしい

バスの安全・サービス
・運転士さんが丁寧に接して下さり感謝
・運転手さんが認識しておらず下車するとき不正ではないと説
明するのに時間を要した

事業の教育・学習効果
・練習後は1人で乗車することも増えました
・移動手段の選択肢が広がった

事業の費用・優先順位
・希望者のみ配布
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事業の評価検証

きっかけづくりとしての効果

乗車券を利用した児童・生徒の保護者の７割は意識・行動面の変化を実感しており、路線バス利用のきっか

けづくり・路線バスの将来需要拡大として一定の効果があったと考えます。

また、本アンケートの実施により、児童保護者に対し無料乗車券の周知を行うことができたため、今後のさ

らなる事業の推進が見込まれます。

保護者アンケートでは利用者の約７割が意識・行動面の

変化を実感しています。

No カテゴリー名 回答数 %

1 バスに対する抵抗感が減った 618 20.6

2 乗車マナーを学ぶきっかけになった 1,269 42.3

3 バスを利用する機会が増えた 1,132 37.7

4 特に変化はない 780 26.0

5 その他 57 1.9

全体 3,000 100.0

※複数回答の設問

変化有

無料乗車券配布チラシの例（令和7年度・中学生用）
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